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研究成果の概要（和文）：地域住民の内部ルールの影響も含めた地域通貨の流通メカニズムを，ゲーミングとコ
ンピュータシミュレーションの2つの手法を組み合わせることで研究を行った．ゲーミングの結果からは，地域
通貨導入によってゲーム参加者の売買行動および地域に対する愛着や助け合いの高まりといった価値観の変容が
確認された．こうした変容を実装したコンピュータシミュレーションの実施により，地域重視の価値観，有償ボ
ランティア，地域通貨残高の間にフィードバックループが形成され，地域内での購入割合が上昇するという地域
通貨の流通メカニズムを示した．この知見は，内部ルールに働きかける地域通貨の政策の重要性を示唆するもの
である．

研究成果の概要（英文）：We studied the mechanism of community currency circulation including 
internal rules by combining two different methods: gaming and multi-agent simulation. Our gaming 
results confirm that the introduction of a community currency causes changes in buying behavior and 
value consciousness. Such changes include a stronger attachment to local community and greater 
mutual cooperation. We show that the circulation mechanism is a feedback loop that consists of value
 consciousness, paid volunteers, and the community currency. This mechanism promotes purchasing in 
the local community. Our finding suggests the importance of community currency policy that affects 
people’s internal rules.

研究分野： 進化経済学，複雑系科学

キーワード： 地域通貨　フィードバックループ　制度設計　内部ルール　ミクロ・メゾ・マクロ・ループ　流通ネッ
トワーク　ゲーミング　マルチエージェントシミュレーション

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

地域通貨は世界各地で実践されており，日
本でも現在まで約 800の地域で導入されてい
る．地域通貨を導入する目的の多くは，地域
経済と地域コミュニティの活性化にある[1]．
しかしながら，経済的な領域を巻き込みある
程度の規模を維持しつつ存続する地域通貨
の成功事例は数少ない． 
成功しにくい理由として（1）ボランティ

アの疲弊や補助金の停止で発行団体が十分
に機能しなくなること[2]，（2）地域通貨に
参加する住民や店舗が少なく，地域通貨が特
定の参加者や団体に滞留するなど，地域通貨
が想定した流通スキーム通りに機能しない
ことが挙げられる[3]． 
これらの問題の解決には地域通貨の自律

的な循環が必要であり，地域通貨の使用がさ
らにその使用を促すといったポジティブフ
ィードバックが流通スキームに含まれるこ
とが重要である． 
西部[4]による地域通貨に対するネットワ

ーク分析では，地域通貨の流通速度が法定通
貨より速いことが示されたが，流通にポジテ
ィブフィードバックが働くメカニズムは説
明されていない．林ら[5]はゲーミングを用
いて地域通貨が滞留しない条件を探り，所得
の低い地域で地域通貨が流通しやすいこと
を見出した．しかし，この結果は地域通貨の
発行団体が流通スキームの中に含められる
条件ではないことから，実際の制度設計で活
用できる可能性が低い． 
地域通貨の流通や利用者のデータを実証

的に分析・評価する研究が行われている．だ
が，地域通貨の実践的取り組みは多様で環境
要因も異なることから，特定の実証研究だけ
では普遍的な地域通貨の流通メカニズムを
明らかにすることは難しい．また，実証研究
では「地域通貨の流通」（マクロ）と「地域
住民の価値・意識・行動や変容」（ミクロ）
が分けて分析されている[6]． 
地域通貨の場合，ボランティアや相互扶助

的なサービスといった非商業活動が介在す
るため，経済効率性だけでは測ることのでき
ない住民の意識・価値観や慣習を含めた因果
関係ネットワークの中にある，ポジティブと
ネガティブの両方のフィードバックループ
を考慮しなくてはならない．本研究はマクロ
とミクロの二者間の相互作用に着目し，フィ
ードバックループの複合の同定・設計という
原理的な視点から地域通貨流通メカニズム
の理論的枠組みを構築するものである． 

 

２．研究の目的 

本研究は，地域通貨の流通におけるポジティ
ブ＆ネガティブフィードバックを同定し，流
通メカニズムを解明することを目的とする．
具体的には地域を重視する価値観や地域通
貨の使用慣習といった内部ルールに着目し，
それらが地域通貨の流通経路や流通量にど
う影響するのかを，コンピュータ・シミュレ

ーションとゲーミング・シミュレーションを
統合することで明らかにする（図 1）．地域通
貨の効果的な流通メカニズムを示し，内部ル
ールに働きかける現実的な地域通貨の流通
施策を分析し，提言を行う． 

図 1 本研究における研究枠組み 
 
３．研究の方法 

(1)地域通貨導入による価値観と売買行動の
変容（ゲーミング・シミュレーション） 
法定通貨しか使われていない地域と法定

通貨と地域通貨が併用されている地域では，
経済的なマクロ現象の変化だけではなく，地
域住民の貨幣や地域に対する価値観および
売買行動も異なる．このような通貨制度や地
域通貨の運用形式が地域住民の内部ルール
と売買行動に与える影響を，擬似的に商品を
売買するゲーミング・シミュレーション（地
域通貨ゲーム）により明らかにする． 

 
(2)地域通貨流通におけるフィードバックル
ープの同定（マルチエージェント・シミュレ
ーション） 
(1)で明らかになった住民の内部ルールの特
徴や売買行動が地域通貨の流通経路や流通
量にどう影響するかを調べるために計算機
による地域通貨モデルを構築し分析する．地
域通貨発行主体の施策がどのように住民の
内部ルールに作用し，そして，内部ルールを
含めた流通経路におけるポジティブ＆ネガ
ティブフィードバックループがどこにどの
ように存在するかを同定する． 
 
(3)現実の主体によるモデル・結果の検証（ゲ
ーミング・シミュレーション） 
(1)と(2)で明らかとなるフィードバックル
ープを含む流通メカニズムを実装したゲー
ミングにより，想定されるメカニズム通りに，
発行主体の施策が住民の内部ルール（ミク
ロ）に寄与し，地域通貨の流通量と流通経路
（マクロ）に変化を及ぼすかを評価し，内部
ルールとフィードバックループのモデルを
検証する．その際，地域通貨の発行形態によ
る影響を調べるため，紙幣型と LETS 型とい
う発行形態の異なる地域通貨を用いたゲー
ミングを実施する． 
 
４．研究成果 
(1) ゲーミングの分析は参加者の売買行動
とボランティア行動の履歴，そして事前事後



地域通貨
流通量の
増加
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で使用
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アンケートによる内部ルールの変化測定を
組み合わせて行った．ゲーム前後で実施した
アンケートの質問項目は，小林ら[7]が実施
している貨幣意識調査での貨幣の多様性を
問う質問項目と，認知的ソーシャルキャピタ
ル（SC）を問うために利用されている一般的
信頼感や互酬性の規範に関する質問項目を
採用した．内部ルールの変化はこの質問紙に
よって測定した． 
 分析結果から下記の 2点が明らかとなった． 
① 地域通貨導入前は，価格の安い地域外か

らの購入が多かったが，導入後には入手
した地域通貨を使用するために購入先が
地域外から地域内へシフトした． 

② 有償ボランティアに対する地域通貨によ
る支払いは，ボランティアの回数を増や
し，その行為によって参加者の認知的 SC
を有意に高める（図 2）．  

 

図 2 経済的・非経済的活動によるポジティ
ブフィードバック 
 
(2)地域内における購入割合が上昇するメカ
ニズムが持続的に働くためにはどのような
施策が有効であるかを検討するために，コン
ピュータによる地域通貨流通モデルを構築
し分析を行った．(1)のゲーミングの結果か
らは，地域通貨を介した有償ボランティアの
経験によって互酬意識の低い参加者の認知
的 SC が有意に上昇する一方で，貨幣の多様
性を是認する貨幣意識についてはゲーム前
後でほとんど有意な差異が認められなかっ
た．つまり一時的な地域通貨の使用経験だけ
では，法定通貨とは異なる地域通貨を日常的
に使用するという価値規範は形成されにく
い．ゆえに住民エージェントには，①ボラン
ティア行動と地域を重視する価値観が相互
に影響する，②給料の一部を地域通貨で支払
うことにより地域通貨の使用機会を増やし，
そこで形成された地域通貨の使用慣習が購
買行動に影響する，というゲーミング結果か
ら得られた定性的な 2 つの設定を導入した． 
地域通貨発行主体が実行可能な政策をパ

ラメータとしてシミュレーションを行った
結果，プレミアム率や地域通貨による給料の
一部支払いといった政策がトリガーとなっ
て，地域通貨による有償ボランティア，地域
重視の価値観，地域通貨の使用習慣，地域通
貨の残高の間にポジティブフィードバック
ループが形成され，域内での購入割合が上昇
するという地域通貨の流通メカニズムを示

した（図 3）．図 3 ではマクロレベル（社会的
帰結）とミクロレベル（住民の内部ルールと
住民の行動）の間に地域通貨発行主体が実行
可能な政策を位置づけている． 

 

図 3 地域内購入割合上昇の因果関係 
 
地域通貨発行主体が実行可能なプレミア

ム率の操作や地域通貨による給料の支払い
といった地域通貨に関わる政策によってミ
クロレベルの住民エージェントはその行動
を戦略的に変化させる．地域内における商店
に対する評価の上昇や地域通貨残高の増加
により地域内での購買行動が増加すること
で，マクロレベルにある地域内の購入割合が
上昇する．住民エージェントによる地域通貨
の使用は住民の内部ルールである地域通貨
を使用する習慣を高め，さらにボランティア
行動が引き起こされることとなる．ボランテ
ィアをすることで地域通貨の残高が増えた
り，住民エージェントの内部ルールである地
域を重視する価値観が高まったりする．こう
したミクロレベルにおける住民の内部ルー
ルと住民行動との間にポジティブフィード
バックを生みだすことで，マクロレベルの域
内購入割合をさらに高めるという構造とな
っている． 
 
(3)発行形態の異なる 2 種類の地域通貨（紙
幣型・LETS 型）を用いたゲーミング結果から，
被験者の認知的 SC と貨幣の多様性の意識変
容がもたらされたのは，LETS 型の地域通貨で
あった．一方で地域通貨の流通量については，
紙幣型の地域通貨を用いた群の方が大きく
なった．このことから被験者の内部ルールを
変容させることが，地域通貨の流通を必ずし
も促進しないことがわかった．(2)で実施し
たコンピュータ・シミュレーションの結果か
らは，ミクロ，政策，マクロの各レベル間の
ポジティブフィードバックループが形成さ
れることで，地域通貨を使用する習慣や地域
重視の価値観といった内部ルールが住民エ
ージェントに伝播し，地域通貨による購買行
動が維持され続けることがわかっていた．し
かし，ミクロレベルにおける内部ルールは，
地域通貨という法定通貨とは異なるお金と
いう性質だけではなく，貨幣としての形態そ
のものからも影響があり，その影響によって
はマクロレベルの流通量に対して必ずしも
ポジティブフィードバックがかかるわけで
はないことが判明した． 
 



(4)地域通貨発行主体が実行可能な施策は，
発行形態だけにとどまらない．我々が行った
現実の地域通貨を事例とした流通ネットワ
ーク分析[8]からは，ボランティア活動を促
進させる地域通貨の流通条件として次の 3点
が明らかとなっている． 
① 地域通貨の需要を確認した上で発行す

る 
② 地域通貨をすぐに使用できる場所の設

置や発行の原資として地域資源を用い
る 

③ 運営体制として住民や地域団体を巻き
込む 

 
コンピュータ・シミュレーションの結果と照
らし合わせると，地域通貨の発行原資に地域
資源を用いるという施策は，地域内外の利用
者の地域に対する愛着（地域重視の価値観）
を高めることにも繋がるため，地域通貨の流
通を促進する効果は高いと言える．また，地
域通貨を介したボランティアを実行するこ
とで地域通貨の流通量が増加するというゲ
ーミングの結果からも，ボランティアの受け
入れ先，もしくは担い手となる住民や地域団
体を運営体制に巻き込むという施策は，地域
通貨の利用促進のみならず流通範囲を拡大
するという意味において合理的な施策にな
ると結論づける． 
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